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三
九

大
学
院
文
学
研
究
科

〈
歴
史
学
専
攻
〉

尾
籠　

恭
平 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
初
期
の
空
間
と
移
動

〈
文
化
財
学
専
攻
〉

安
部　

和
城 

古
墳
時
代
後
期
群
集
墳
の
群
構
造
と

築
造
プ
ロ
セ
ス
―
京
都
平
野
を
中
心

と
し
て
―

江
口　

寛
基 

厨
房
施
設
と
煮
沸
具
か
ら
見
た
隼
人

の
特
質

種
生　

優
美 

大
分
県
に
お
け
る
近
世
灯
篭
研
究　

―
歴
史
的
変
遷
と
造
立
背
景
に
つ
い

て
―

松
園　

菜
穂 

出
土
鉄
製
品
に
発
生
し
た
錆
の
保
存
科

学
的
研
究
―
発
掘
調
査
お
よ
び
保
管

時
の
応
急
処
置
を
目
的
と
し
て
―

千
原　

和
己 

終
末
期
方
墳
の
意
義
に
つ
い
て

中
嶋　

小
春 

糸
島
に
お
け
る
支
石
墓
の
導
入
と
展

開
に
つ
い
て
―
稲
作
・
太
型
蛤
刃
石

斧
・
集
落
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―

史
学
・
文
化
財
学
科

〈
日
本
史
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
〉

秋
好
真
梨
子 

本
能
寺
の
変
に
つ
い
て

荒
武　

菜
々 

近
代
化
に
お
け
る
部
落
差
別
の
変
容

生
魚　

真
之 

加
藤
清
正
と
熊
本
城
に
つ
い
て

池
内　
　

響 

現
代
の
図
書
館
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
と
そ
の

意
義

今
井　

怜
子 

「
飛
脚
」
か
ら
「
郵
便
」
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て

内
田　

奈
織 

護
良
親
王
の
研
究
―
そ
の
権
力
、
政

治
的
影
響
と
失
脚
後
の
動
向
に
つ
い

て
―

江
藤　

瑠
花 

新
選
組
粛
清
の
歴
史

尾
﨑
勇
太
郎 

生
類
憐
み
の
令
に
つ
い
て

梶
原
真
奈
美 

女
院
領
の
発
展
―
八
条
院
の
立
場
か

ら
見
る
そ
の
影
響
力
―

勝
尾　

美
里 
紡
績
女
工
の
「
女
工
哀
史
」
的
労
働

に
つ
い
て

金
丸　

尚
樹 

黒
田
官
兵
衛
の
生
涯

紙
本　
　

大 

長
篠
の
戦
い

川
井
田
正
太 

江
戸
の
三
大
改
革

北
川　

裕
基 

龍
馬
の
武
器
・
艦
船
購
入
と
船
に
関

す
る
二
大
事
件
に
つ
い
て

小
牧　

賢
生 

咸
宜
園
に
お
い
て
漢
詩
教
育
を
受
け

た
門
下
生
の
退
塾
後
に
つ
い
て

小
松　

祐
太 

鎮
西
と
琉
球
に
お
け
る
源
為
朝

佐
々
木
裕
秋 

中
世
大
内
氏
に
お
け
る
外
交

皿
井　

友
規 

熊
本
県
内
に
お
け
る
西
南
戦
争
と
民

間
へ
の
影
響

新
坂
上　

遼 

武
家
茶
人
、
古
田
織
部
の
生
涯

相
馬　

綱
介 

上
杉
景
勝
の
生
涯
に
つ
い
て

園
田　

康
敬 

日
本
に
お
け
る
城
郭
の
変
遷

髙
尾　

奈
穂 

田
沼
意
次
に
つ
い
て

武
村　

実
穂 

源
平
合
戦
の
実
態
に
つ
い
て
―
流
布

し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
史
実
と
の
相
違

―

田
代
奈
那
美 

勝
者
と
敗
者
か
ら
な
る
幕
末

立
石　
　

徹 

昌
平
黌
儒
者
古
賀
侗
庵
の
「
世
界
認

識
」
と
海
防
掛

帯
刀　

裕
太 

大
友
氏
の
南
北
朝
時
代
―
惣
領
家
と

幕
府
の
関
係
性
を
中
心
に
―

田
ノ
上
里
菜 

明
治
期
の
繊
維
女
工
に
つ
い
て

仲
山　

大
地 

戦
国
期
東
国
に
お
け
る
「
半
手
」
と

「
半
済
」
に
つ
い
て

浜
田　

昭
弘 

真
田
家
三
代
に
つ
い
て

原
田　

沙
綾 

榎
本
武
揚
と
移
民
政
策

原
田　

理
沙 

明
治
初
年
に
お
け
る
軽
犯
罪
法
―
文

明
開
化
期
の
民
族
生
活
の
規
制
―

福
田
安
希
子 

関
ヶ
原
の
戦
い
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
　

　
　
　
　
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
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四
〇

松
永
浩
太
郎 

安
土
城
か
ら
み
る
織
田
信
長
の
政
治

構
想

森
永　

泰
司 

松
山
城
と
そ
の
周
辺
の
城
々

山
下　

善
由 
尼
崎
藩
に
お
け
る
藩
札
の
性
格
に
つ

い
て
―
信
用
貨
幣
論
争
の
検
討
―

山
田
恵
里
奈 

明
治
期
の
武
士
道
―
国
軍
整
備
策
を

中
心
に
―

山
中　

貴
喜 

豊
臣
秀
吉
の
出
自
と
出
世
に
つ
い
て

吉
武　

健
太 

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
と
御
前
会
議

吉
野　

優
衣 

日
米
交
渉
―
日
米
諒
解
案
か
ら
開
戦

ま
で
―

吉
本　

幸
樹 

武
断
政
治
と
文
治
政
治
に
つ
い
て

〈
世
界
史
コ
ー
ス
〉

衛
藤　

聖
香 

イ
ギ
リ
ス
革
命
の
経
過
と
意
義

榎
田　

遥
輝 

ス
リ
ラ
ン
カ
民
族
と
歴
史

遠
藤　
　

豪 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
黒
人
の

歴
史

大
場　

皓
介 

三
国
時
代
に
お
け
る
蜀
漢
政
権
の
人

的
構
成
―
劉
備
と
臣
下
の
つ
な
が
り

に
注
目
し
て
―

岡
部　

拓
斗 

百
年
戦
争
に
お
け
る
転
換
点
と
し
て

の
オ
ル
レ
ア
ン
包
囲

小
野
友
佳
理 

百
年
戦
争
と
エ
ド
ワ
ー
ド
３
世

金
子
穂
奈
美 

「
死
の
舞
踏
」
の
成
立
背
景
と
聖
俗

界
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

木
村　
　

唯 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
農
業
革
命
に
お

け
る
農
業
技
術
の
革
新

宮
瀬　

裕
理 

中
越
戦
争
に
つ
い
て

佐
竹　

史
帆 

マ
ヤ
神
話『
ポ
ポ
ル
・
ヴ
フ
』か
ら
読
み

取
れ
る
儀
礼
表
現
と
マ
ヤ
の
世
界
観

竹
田
津
孝
介 

中
・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
魔

女
狩
り

塚
﨑　

未
幸 

画
家
と
フ
ラ
ン
ス
革
命

辻　

保
乃
香 

新
大
陸
征
服
に
お
け
る
宗
教
の
変
容

遠
嶋　

優
太 

キ
ュ
ー
バ
危
機
―
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
・

キ
ュ
ー
バ
そ
れ
ぞ
れ
の
懸
念
・
思
惑
・

葛
藤
―

豊
嶋　

忠
巌 

ヒ
ト
ラ
ー
の
反
ユ
ダ
ヤ
政
策

野
田　

昂
輝 

イ
ス
ラ
ム
世
界
の
奴
隷
と
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
奴
隷
に
つ
い
て
―
イ
ェ
ニ

チ
ェ
リ
を
中
心
に
―

野
村　

彩
夏 
外
交
転
換
期
と
し
て
の
七
年
戦
争

（
１
７
５
６
―
６
３
）

藤
瀬　

真
菜 

ユ
ダ
ヤ
人
の
民
族
意
識
の
保
持
と
民

族
存
続
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察

森
﨑　

章
貴 

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
テ
マ
の
軍
事
的
反

乱
―
８
世
紀
前
半
か
ら
９
世
紀
前
半

に
か
け
て
―

山
本　

達
也 

塩
金
貿
易
に
つ
い
て

渡
邊　

普
海 

唐
前
半
期
に
お
け
る
宰
相
の
人
事
に

つ
い
て

〈
環
境
歴
史
学
・
文
化
遺
産
学
コ
ー
ス
〉

朝
廣　
　

栞 

宮
崎
の
神
々
―
神
々
の
ゆ
か
り
の
地

と
行
事
―

阿
比
留
香
春 

対
馬
の
盆
踊
り
―
そ
の
特
色
と
保
存
―

阿
比
留
知
美 

巫
女
と
遊
女
―
神
と
女
性
の
か
か
わ

り
―

板
野
真
里
菜 

人
吉
・
球
磨
の
隠
れ
念
仏
―
信
仰
の

知
恵
―

今
岡　

和
磨 

温
泉
と
人
と
の
か
か
わ
り
―
別
府
温

泉
を
中
心
に
―

江
藤　
　

涼 

ジ
ブ
リ
を
読
み
解
く
―
神
・
ヒ
ト
・

自
然
―

折
田　

裕
斗 

豊
玉
姫
神
社
の
歴
史
と
伝
統

後
藤　

舜
果 

天
草
四
郎
と
益
田
時
貞
の
乱

澤
野　

薫
平 

災
害
の
記
憶
を
読
む

髙
橋　

孔
明 

景
観
と
祭
礼
か
ら
読
む
開
発
史
―
中

津
市
・
豊
後
大
野
市
の
事
例
を
中
心

に
―

波
多
野
久
美 

六
郷
満
山
の
峯
入
り
―
峯
入
り
の
復

活
と
そ
の
後
―

村
上　

大
樹 

矢
部
茶
―
地
域
と
茶
の
つ
な
が
り
―
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四
一

〈
考
古
学
・
保
存
科
学
コ
ー
ス
〉

東　
　

啓
二 

膳
と
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て

有
村　

源
喜 

南
九
州
に
お
け
る
地
下
式
横
穴
墓
の

形
成
の
変
化
に
つ
い
て

安
藤
佳
南
子 
埋
納
銅
矛
の
分
布
と
銅
矛
祭
祀
に
つ

い
て
―
大
分
県
に
お
け
る
埋
納
銅
矛

を
中
心
と
し
て
―

大
𠩤　

雅
弥 

鉄
炮
の
普
及
に
つ
い
て
の
研
究
―
大

友
氏
・
毛
利
氏
関
係
文
書
を
素
材
と

し
て
―

菊
池　

圭
祐 

17
世
紀
初
頭
の
城
郭
遺
構
か
ら
見
た

縄
張
り
に
つ
い
て
の
研
究
―
築
城
の

名
手
藤
堂
高
虎
が
手
掛
け
た
城
―

金
城
凜
太
郎 

三
山
時
代
か
ら
琉
球
王
国
時
代
ま
で

の
グ
ス
ク
の
変
容
に
つ
い
て

倉
員　

明
穂 

日
本
刀
に
お
け
る
形
状
の
歴
史
的
変

遷

黒
原　

啓
太 

豪
族
居
館
に
つ
い
て
―
西
日
本
を
中

心
に
―

後
藤　

佳
菜 

大
池
西
古
墳
群
出
土
遺
物
の
保
存
修

復
と
自
然
科
学
的
調
査

佐
藤　

博
紀 

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
城
と
火

薬
革
命
の
関
係
性
に
つ
い
て

塩
見　

恭
平 

中
九
州
の
弥
生
時
代
に
お
け
る
木
製

農
具
の
研
究

菅　
　

峻
行 

大
分
県
内
に
お
け
る
中
世
城
館
を
通

し
た
寺
社
勢
力
と
土
豪
達
に
つ
い
て

の
研
究

園
田　
　

寛 

熊
本
城
の
石
垣
の
変
遷
に
つ
い
て

髙
木
慎
太
郎 

宗
像
地
域
出
土
須
恵
器
か
ら
見
る
流

通
範
囲
と
地
方
文
化

竹
永　

昂
平 

横
穴
墓
に
お
け
る
地
域
的
特
徴
の
分

析
―
九
州
の
横
穴
墓
に
お
い
て
の
検

討
―

野
上　
　

慧 

有
明
海
・
玄
界
灘
沿
岸
の
漁
撈
文
化

―
縄
文
時
代
の
骨
角
器
を
中
心
と
し

て
―

藤
丸
紗
弥
佳 

国
宝
及
び
特
別
史
跡
臼
杵
磨
崖
仏
群

に
お
け
る
周
辺
環
境
と
劣
化

松
尾　
　

光 

豊
前
地
域
の
窯
跡
に
つ
い
て

柳
瀬　

茉
希 

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
お
け

る
、
九
州
に
お
け
る
装
身
具
と
し
て

の
貝
輪
の
変
化
に
つ
い
て

山
脇　

拓
昌 

墓
地
の
形
成
過
程
か
ら
見
た
立
岩
遺

跡
の
再
検
討


